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1. はじめに

震度情報は地域住民と直接的に関わり市区町村の

初動対応において，また住民の自助・共助において

市区町村内の詳細な地震分布を地震発生後できるだ

け早く把握することは極めて重要であるとされてい

る．緊急地震速報の的中率は 60％程度で，この精

度は地震計の設置密度 (全国に 1000箇所)に依存し

ている．このため，緊急地震速報で報じられる震度

はあくまで観測点付近の地域を代表する震度である
1)．震度計が少ないので，観測点を増やすことで地

震分布を詳細に把握することができる．

スマートフォンには三軸加速度センサが内蔵され

ており，これを地震計として利用することで観測点

を増やすことができる．スマートフォンで測定した

加速度成分を分析することで，その位置の正確な震

度を知ることができる．近隣の正確な震度を知るこ

とで適切な避難誘導を促し避難者の行動経路も追跡

可能とすることができる．観測点が少ないことの解

決に向けてスマートフォンなどの加速度センサー搭

載機器を利用し，統計的な地震波形の分析をし地震

の揺れを抽出・分析するアルゴリズムの開発が求め

られる．

現在，地震計測を行うことができるスマートフォ

ンのアプリケーションを開発した．本アプリケーショ

ンではその場でスマートフォンがあれば計測を行う

ことが可能となる．この性能を評価するとともに震

度検知の性能を向上させることで実用化に貢献して

いく．

2. 震度計測

震度は次のようにして計測される．地震動の強さ

を表す指標として，次の算式により算出した値をい

う 3)．

1. ディジタル加速度記録３成分（水平動２成分，

上下動１成分）のそれぞれの フーリエ変換を

求める．

2. 地震波の周期による影響を補正するフィルター

（周期の効果を表すフィルター，ハイカットフィ

ルター，ローカットフィルター）を掛ける．

3. 逆フーリエ変換を行い，時刻歴の波形にもどす．

4. 得られたフィルター処理済みの３成分の波形を

ベクトル的に合成する．

5. ベクトル波形の絶対値がある値 a以上となる時

間の合計を計算したとき，これがちょうど ０．

３秒となるような a (gal)を求める．

6. 上で求めた aを，I = 2× log10 a + 0.94により

計測震度 Ｉ を計算する．計算された Iの小数

第３位を四捨五入し，小数第２位を切り捨てた

ものを計測震度とする．

3. 提案システム

アプリケーションの全体のシステム構成図を図 1

に示す．アプリケーションでは地震の検知を行いそ

れを表示することが可能である．しかし，地震検知

機能を用いて震度検知をする際，既存のノイズ削除

だけでは地震検知の精度がよくなく，すぐに誤検知

をしてしまう．そのため，精度を向上させるために

他のセンサーを用いて誤検知を減らしていく．

図 1 システム構成図



4. 実験

本実験では，一台の端末を用いて実験を行う．本

実験では，本アプリケーションの改本研究の目的は

本アプリケーションを用いての誤検知を減らすこと

である．本実験では，本アプリケーションの改善前

と改善後で地震を正しく検知できているかどうかと，

地震ではない波 (例えば，持ち歩いているときなど)

を誤検知として判断できるかの評価を行う．

4.1. 実験方法

本実験では，岩手県紫波郡矢巾町にある岩手県立

総合防災センターの地震体験装置 2)を借りて実験を

行う．地震体験装置では進度 4から進度 7の地震を

体験することができる．改善前と改善後で震度のそ

れぞれで計測を行い，改善後でも検知を正しくして

いることを確認する．また地震ではない波を誤検知

として判断しているかどうかを確認するために，改

善前と改善後で本アプリケーションを持ち歩いてい

るときに，地震の検知を行っているか，行っていな

いかを確認する．図．2は実験をした岩手県立総合

防災センターの地震体験装置である．

図 2 実験装置

4.2. 震度計測実験

地震体験装置で，震度４から震度７を計測した結

果を表 1に示す．表．1から本アプリケーションで

は，震度計測を正しくとれていると判断する．また，

固定したときと固定しないときで計測結果があまり

変わらないことがわかった．

4.3. 震度精度実験

持ち歩いたときに地震検知すること．地震体験で

は改善前と改善後に地震の結果を変わらずに検知す

ることを実験する予定である．

表 1 震度計測実験結果

5. 考察

本実験では，震度４から震度７の震度計測を行っ

た．震度体験では震度階級が５と６でわかれている

が，実際の震度階級では５と６には弱と強がある．

固定をしていないときと固定をしていないときに差

異があまりでなかったのは，固定があまく固定した

ものもいっしょに動いてしまったことが考えられる．

しかし，異なった端末を使うことによってセンサー

に誤差があると考えられる．従って，他の端末を用

いて実験を行うこともしていきたいと考えている．

6. おわりに

本論文では，アプリケーションの誤検知を減らす

ために Androidの他のセンサを用いてアプリケー

ションを実装したことについて報告した．実装では，

Androidの他のセンサを用いて誤検知を減らしてい

く．評価実験では，誤検知を減らすことができてい

るかの確認，および誤検知を減らすことによって本

来の検知機能が損なわれていないかを検証する．ま

た，本実験では施設の震度体験の都合で震度４から

震度７の実験を行うことしかできなかったが，震度

１から震度３の震度検知も行うことを検討したい．
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